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　Marker 　substances 　are 皿 eeded 　fbr　manuf 乱cturing 　process　control 　ln　t壌 熈 βpar餓 ion　of 　Chincse
medica 正preparations．　 It　is　very 　important　to　determine　the　marker 　substance 　foガ ‘Zingiberis

Rhizoma，
”

which 　is　prescribed　in　many 　Ch血ese　medical 　prescriptiens．

　 For　this　purpose，　 we 　isolated　the　maln 　pungent 　compound 　6−gingero1（6・G）and 　 examined

it　for　physical　characteristics　and　usability　as　a　marker 　substance 　in　HPLC 　determination．　 On
the　basis　of 　these　tests

，
6−G 　was 　found　to　be　satisfactory 　as　the　marker 　substanoe ．
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tions

　昭和60年 5 月 ， 厚生省か ら漢方エ キ ス 製剤の 工程管理を主要 目的とす る通 達 が な され，一製剤中 2成分 （指標物

質 ： marker 　substance ）以上 の 定量 の 義務づ けがな され た．漢方 エ キ ス 製剤製造工 程管理 の た め の 指標物質 は ，1）水

に 溶 け や す い か ，や や溶 け に くくて も定率で 溶解 （移行率 ： availability ％）す る も の，2）水蒸気蒸留や乾熱 で 揮散

し に くい もの ，3）乾熱 また は 熱水中 で 分解 し ない か ，し に くい もの ，4）他成分と化学変化を起 こ さな い もの，5）（か

な り）特定 の 生薬 に 含有され る 特異成分 で あ る こ と，お よび 6）従来論 じ られて い る 「薬効」 成分 で あ る こ とに ま っ

た く拘束 されない が，薬効成分で あれぽ 好ま し い 等の 条件を満た す もの で あ る ．ま た 最終的に は
， 漢方処方中か らの

定量を目的 とす る こ とか ら，生薬中 の 含有量 が 比較的高 く，か つ HPLC 等 に よ り簡便に 定量 で き うる成 分 で あ る こ

とが望 ま れ る．

　しか し な が ら ， 上 記 の 条件を満た す漢方 エ キ ス 製剤の 指標物質の 検索 ・
研究 は 不 十分 で あ り，現在 の と こ ろ ， 指標

物質に よ る 2成分定量 は もとよ り 1成分定量 さえ困難 と思われ る 漢方処方を多数認め る の が実情で あ る．

　今回，著者 らは 当厚 生省通達 に 関連して 組織 され た厚生 科学研究 「漢方 エ キ ス 製剤」 班 の 一員と して
， 生薬の 指標

成分検索を 行 っ た．そ の うち ， 生姜 （お よ び乾姜） は 漢方処方 で の 配合頻度 が きわめ て 高 く，医療用 漢方製剤 143 処

方中71処方に配合され，指標物質の 解決が急務 で ある生薬 の
一

つ と考えられ る
1）．「生姜」成分を漢方エ キ ス 製造工 程

条件 に 相当す る 各条件下 で 比 較検討 し た 結 果，従来 よ り主要辛味成分
2）

な らび に 有効成分
3）

と して 報告され る 6−

gingerol（6−G ）が指標物質と して 満足す る結果を得 た の で 報告す る，ま た 6−gingerol （6・G ）を指標物質 とし て の 候

補とす るた め に 次の よ うな予試験を行 っ て い る．なお 本文中に て 単 に 生姜 と記 され た も の は 生 シ ョ ウ ガ の 乾燥品，干

（乾）生姜を 意味す る．

　生姜粉末 1g に 熱水 100　ml を加え ， 沸騰水浴中 で適時熱水を加え，初期水量 を維持し な が ら 5時間加熱 した，そ

の 後，全量 が 約 50m1 に なる ま で 加熱 を続け ， 熱時ガーゼ 濾過 した．濾液 は エ バ ボ レ ー
タ
ーで濃縮乾固 し た 後，熱
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MeOH 　100　ml で 30分 ， 抽出 し ， 濾過した．濾液は全量 を 10m1 に濃縮し， 試料溶液 と し た．ま た ， 比較用 の 標準

試料溶液 は 生姜末を熱 MeOH 抽出 の み の 処理 に て 同様に 調製 した，各試料溶液は TLC （薄層板： Silica　gel　60F254

Merck 　Art．5554） を用 い
， 各 種 の 展 聞溶 媒に て 展 開 し，短長 波長 UV 光線下 お よ び，発色試薬 ： ア ニ ス ア ル デ ヒ

ド硫酸に て 検討 した 結果，benzene−MeOH 冨9 ： 1 で Rf 　O．5 付近 に
，
　 UV ラ ン プ 下 254　nm で 吸収を 有す る と と

もに ア ニ ス ア ル デ ヒ ド硫酸 で 濃紫色 を 呈 し，熱 水 処 理 に もか か わ らず か な り安定 で あ り，か つ 生姜の 主 要成 分 で あ る

物質を確認 した．今回，本成分が 指標物質 として 有望 と判断 し，以下 の 実験 工〜田 を 行 っ た．

1）extracte

2） condense

3） shaken 　w

MeOH　 layer

Powder　of　Zingiberis　Rhi20ma （1Kg）

　　　　　　　 1）　extracted 　vith 　鬥eOH （10L）

H20　1ayer

3）　shaken 　with 　n
−hexane（250mf　x　3）

n
・hexane　layer

　 evapd ．　in　vacuum

residuelved

　in　AcOE七（500国1）

　with 　日20 （250弼蓐　X　3）

　AcO日t　Iayer

　　　　 l）　evapd 。　in　vacuu 閾

　　　　2＞ colu 田n　 chro 口atographed 　 on 　silica 呂el

　　　　　 （soIv り 　ben2ene　：　鬥eO閧　＝　95　：　5）

crude 　6
−gingero1 （3，5g）

　　　1剛 f− ・… 瞬 ・ve
−
m ・・d・・ 一 …

　6−gin8ero1 （6−G）

Flg．1．　 Isolatjon　of 　6−Gingerol（6−G）from　Zingiberis　Rhizoma

盤◎
出

騨
咄

Fig．2．　 Structurむof　6−Gingero1（6−G）

　　　　　　　　 lnj．　 10　　20　 min ，

Fjg．3，　 HPLC 　Pro丘1e　of 　6−gingero1（6−G ）in　Zingiberis

　　 　 　 Rhizoma

Conditions： column ，　LiChroCART 　RP −18250 　mm 　x 　4

mm ；mebile 　phase，　AcCN −H20 ＝38 ：62；fiow　rate ，　L2
ml ！min 　at 　ambient ；detective　UV 　wavc 亅ength ， 280　nm ；

detcctol　sensitivity，0．16AUFS ；injection　volume ，10μ1．
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実　験　の 　部

　1． 指標物質 （6・gingerol） の 分離および同定

　局方 「生姜」 （札幌市場品 ， 1985）粉末 1kg を MeOH 　101 で 3 時間熱時抽出 し，得られ た 抽出液を減圧下 で 約

500m1 に 濃縮 した ．以下，予試験 で 得た 目標物質に した が っ て 分離を すす め た ．す な わ ち，　 MeOH （500　ml ）溶液を

n・hexane （250ml， 3 回）と分配 し，　 MeOH 層を 分取し ， 減圧下 で 溶媒 を留去 した ．次に ，　 MeOH 　ext ．を AcOEt

（500ml ）と H20 （250　ml ， 3 回） で 分配 し ，　 AcOEt 層を分取し，減圧下 で 溶媒を 留 去 し た．次lc，　 AcOEt 　ext．

を シ リ カ ゲル ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー（benzene： MeOH ＝95 ：5）で 溶出分離 し，目標 の 粗分画 （精製率90％以上）を約

3，5g 得 た，さ らに
， 最終的 な精製 は 分取用中圧

・
逆層系カ ラ ム （条件は実験1 の rHPLC の 条件」 に 準拠）を用い

て 行 っ た （Fig．1）．

　本物質は
1H

お よび 13C −NMR ス ペ ク トル 解析を行 うと と もに，標品 6−gingerol （Fig．2）と直接 HPLC に よ り

同定した．

　2． H 肌 C による 6−gingero1の 定量

　6−gingerol （6−G ） の 定量 は すべ て HPLC を用い た本法に し た が っ て 行 っ た．6−G 単独に よ る 物性試験皿 ），お よ

び W ）で は各実験で 調製された 6−Gcontrol 溶液を 】OO％ 標準溶液 と して 用 い （HPLC 注入 量 ：4
，
6，8，10μ1，

AUFS ＝0，08），また 生姜を用 い た実験 V ）〜孤）で は 6−G 　5　mg ／10ml　acetenitrile 標準溶 液 を用 い （HPLC 注入

量 ：5
，
7，10，15μ1，　AUFS ＝0，16），各注 入 量 よ り得られ た HPLC の ピーク 高さの 回帰方程式 に よ り定量 した．

　HPLC の 測定条件は次の とお りで ある．ヵ ラ ム ： LiChro 　CART 　RP −18250 　mm 　x　4　mm 　i．　d．　Merck　Co．
， 移動

相 ； acetonitrile −H20 （38 ： 62），流速： L2ml ／min ．検出波長 ： 280　nm ，測定感度 ： 0．08　AUFS （実験 皿 ，　 IV）ま

た は 0．16AUFS （実験 V 〜孤 ）， 試料溶液 の 注入 量 ： 各 正0μ1 （Fig．3）．な お ， 実験 田 の shogaol に 関 し て は 溶離

時間短縮 な ら び に UV 吸収 の 強度か ら，移動相 ： acetonitrile −H20 （1 ： 1）， 検出波長 ： 240　nm で 行 っ た．

　3．　 6・G の 物性試験 ・耐熱性 と耐減圧 性に つ い て

　6−Glmg ／1　ml 　acetonitrile 溶液 を調製 し，5m1 メ ス フ ラ ス コ に 各 1ml
’
を 分 注 し ， 水 浴 中 で 溶媒 を留 去 した も

の を下記 の 試験 1〜 3に 用い た．なお ，6−Gcontro1 溶液は 溶媒を留去 した 後 ，　 acetonitrile で 全量 を 5ml と した

もの を用 い
， 他 の 試料 は各 処 理終了後 ，

acetonitrile で 全量 を 5ml と し HPLC で 定量 し た ．

　試験 1・熱水変化減量 ： 6−G を含む メ ス フ ラ ス コ に 2ml の 蒸留 水 を 加 え ， 沸騰水浴 （97℃ ）中で 加熱 処理 し，

6−G の 残存率を 経時的に 測定 し た・

　試験 2 ・乾熱変化減量 ：6−G を含む メ ス フ ラ ス コ を 常圧下 で 100℃ に 加熱処 理 し，6−G の 残存率を経時的に 測定

した ．

　試験 3 ・揮散減量 ： 6・G を含む メ ス フ ラ ス コ を各加熱 ・減圧下 （50℃ −8mmHg ，100°C −8　mmHg ，100℃ −2mmHg ）

で 処理 し ，
6−G の 残存率 を経時的に 測定 し た （Fig．4）．

　4．　6−G の 物性試験 ・pH に よる耐液性につ い て

　6−Gcontro1 溶液 お よび 各試料溶液 の 調製 ・定量は 物性試験 IVと同様で ある．

　処理方法 ： KH2PO4 −Na2HPO4 緩衝液 （pH 　5，6，7，8，9）を常法 に よ り調製 し ，
6−G を含む メ ス フ ラ ス コ に 各

2m1 の 緩衝液 を 加 え，緩衝液を加 え た 直後 ， な らび に 沸騰水浴 （97℃ ）中で 加熱処理 後の 6−G の 残存率を経時的 に

測定 し た （Fig．5）．

TABLE　I．6−G の 物性

性　　状 ： 無色 の 粘稠な油状物質，無臭，味は 生姜 と同様の 強 い 辛味を有する．

沸　 点 ： 235〜250°C （18   Hg ）
4・5）

塵

溶 解 性 ： 冷水に ほ とん ど溶け な い が，熱水に や や溶け，高濃度 で は 乳状 とな る．そ の 他 McOH
，

　　　　　EtOH
，
　AcOEt ，　CHC ］3，

　benzene等に 可溶．

UV 吸収 ： 吸収極大波長 は 205〜210nm
， （220〜240　nm シ ョ ノげ 一

）お よ び 280〜290   （HPLC

　　　　　溶離液中 ）， 比 吸 光度 は E 羅m （282nn1 ）： 110〜1童5 （10　mg ，　MeOH ，100　 ml ）．

安 定 性 ： 紫外線 （254nm お よび 360　nm ）下48時間照射 に 安定，

化学変化 ； ア ル カ リ分解 に よ り zingerone と ア ル デ ヒ ドを 生成 し，ま た 脱水反応 に ょ り 6−shogaol

　　　　　 を 生 成す る
2）．

（335）
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Fig．4，　 Heat　and 　Vacuum −Resistallce　Test　of 　6−G

Residual％ of　6−G
， ●： at　97°C −hot　water

，
　 Q ： at

100°C・dry， ▲ ： at　50°C−8　mmHg ， △ ： at　100°C −8
mmHg ，■： at 　100°C−2　mmHg ．
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Fig．5．　 Effect　of 　pH （buffer　solutien ）on 　 6・G

Residual　％　of 　6−G 　in　buffer　solutions ，●： pH
5，0 ： pH 　6，▲ ： pH 　7，△ ： pH 　8，■ ： pH 　9．
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Fig．6．　 Availability（％）of 　6−G 　on 　Extraction
　 　 　 　 Time

●： Availability（％） of 　6−G 　from 　crude 　 drug　to
water 　layer（Q ： theoretical 　 value ），　 ▲ ： residual

rate （％）of 　6−G 　 in　 crude 　 drug　（△ ： theoreticaI

value ），国 ： total　amount （％）．

0　102030　50　　　　100150 　　　　200（mL ）

Fig．7．　 Availability（％） of 　6−G 　on 　the　Amounts

　　　　of 　Extractant（Water ）

e ： Avai ［ability （％） of 　 6−G 　 from 　 crude 　drug　to

water 　layer，○： residual 　rate （％） of 　6−G 　in　crude

drug．

　 5．　 6−G の 物性試験 ・濃縮および 蒸留 の 影響

　試験 1・濃縮 ： ロ ータ リーエ バ ポ レ ータ ー （28mmHg ）を用 い て ，各外水温 （50，70，90℃ ）に お け る 6−G の 残

存率を 測定 し た ．処理 お よ び調製 ： 生姜 19／lml 　MeOH 　ext ・を 調 製 し，本 MeOH 　ext・1ml に 蒸留水 30　ml を

加え，約 0．3ml ま で 各外水 温に て 濃縮 し，　 MeOH で 全量を 10ml と し 試 料溶 液 と し た。6−G 　contro1 溶液は

MeOH 　 ext ，1ml を MeOH で 全量 10ml と し HPLC で 定量 し た．ま た 比較と し て凍結乾燥で 調製した 試料の 測

定を 行 っ た．

　試 験 2 ・蒸留 ：局方 「精油定 量 器 」 を 応用 し ， 生 姜粉末 109 に 蒸留水 150m1 を加え蒸留 し，初留か ら経時的に

10　ml ずつ 5 回 分取 し た ．各分画 は 50℃ 減圧濃縮 し，　 MeOH で 全量 を 5ml と し HPLC で 分析 した．

　 6．　 生 姜 中からの 6−G 移行率 ・抽出時間につ い て

　生姜粉末 1g に 蒸留水 30 皿 1 を加え，沸騰水浴中 で 30， 60， 90， 120分間それぞれ加熱還流 した 後，熱時 ， 遠 心 分離

（3，　200　rpm ，10　min ） した．次 に
， 水 相 と残渣 の 重量を測定し，水相は減圧濃縮 さ らに 凍結乾燥 し た後，熱 MeOH

lOO　ml で 30分抽 出し た ，　 MeOH 溶液は 全量を 10m1 に 濃縮 し た後 ， 試料溶液と し HPLC で 定 量 し た ．残渣は 凍

結乾燥 した後， 水 相 と 同様に 処理 し調製 し た ．な お ， 本操作の 遠心分離 で は 残渣中に約 79 の 水分 （残渣 ： 水相＝

7 ： 23） を含 む た め ， 遠心分離された 2 相中の 6・G の 単純 な測 定値，ならび に 残渣中 の 水分をすべ て 水相 に 移 した と

（336 ）
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Fig，8，　 Effect　of 　Proccssing（steam
−dry）on 　6・G 　and 　6−S

●： content （mg ！g）of 　6・G ，○： content （mg ！g）of 　6−S．

TABLE　II．姜類生薬中の 6−G と 6−S の 含有量 、

実験材料
含 有 量 （mg 〆9）

実験材料
含 有 量 （mg ！g）

6−G 6−S 6−G 6−S

鮮　　姜
＊

　札幌食品店 1

　札幌食品店 2

　札幌食品店 3

　台北食品店 1

　台北食品店 2

　台北食品店 3

10．218
．424

．8413
．708
．155

，86

0，820

，730

．331

．040
，600

，37

生　　姜

　中国 ・雲南

　中国
・貴州 1

　中国 ・貴州 2

生　　姜

　 自家製生姜 1 ＊＊

　 自家製生姜 2 ＊＊

　札幌市場品

　台北市場品 1

　台北市場品 2

7．053

．635

，42

L131

．671

．72

10．936

．367

．922
．51L81

0．690

．531

．102

．863

．38

乾　　姜

　札幌市場品 1

　札幌市場 品 2

　大阪市場品 1

　大阪市場品 2

　大阪市場品 3

4．505
．031

．936

．497

．26

4。154
．022
，716

．645

．30

炮　　姜

　黒乾姜 （台北）

　黒　姜 （台北）

3．21trace 2．　491
．59

＊
鮮姜 ： 生 シ ョ ウ ガを凍結乾燥処理 した もの を用 い ，測定値 は 乾燥物 として の 含有量 を 示す．

＊＊
生 シ ョ ウ ガ を室内で 4 日間乾燥 し，引き続き 40℃ で強制乾燥した もの ．

仮定した 6−G の 理 論値を併記する （Fig．6）．

　7．　生 姜 中か らの 6・G 移行率 ・抽出液量の 影響

　生姜の 粗末 1g に蒸留水 10〜200倍量 （10，20，30，50，100，150，200　ml ）を加え，沸騰水浴中で 60分間それぞれ

加熱還流 した後，熱時，ガ
ーゼ 2枚 で 絞 りな が ら濾過 し た ．さ らに，残渣は 5ml の 冷水 で 洗浄 ・濾過 した ．こ こ で

得 られ た 水相 と残渣 は 減圧濃縮後，凍結乾燥 し ， 実験 v［と同様に MeOH で処理 し HPLC で定量 した （Fig，7）．

　8． 乾姜調製時の
“
蒸乾

”
処理による 6・G と 6・S へ の 影響

　実験材料は 市場品生 シ ョ ウ ガ を 用 い た ．塊茎 の 外皮 を 取 り除 き，粗切 と し混 ぜ合わ せ た もの を一定量 ガ ーゼ に 包 み ，

2，4，6，8，10お よび 12時間 の 蒸す処理を行 っ た後， そ れ ぞれ室内で 4 日間乾燥し ， 引き続き40℃ で強制乾燥した ．

ま た別 に 凍結乾燥処 理 だけの もの （鮮姜）， な らび に 蒸さず に 乾姜と 同様 に 乾燥させ た もの （自家製生姜）を比較材料

と して 調製し ，

‘‘
蒸乾

”
処 理 に よ る 6−G と 6−shogaol （6−s）変換 へ の 影響に つ い て HPLC を用い 検討した （Fig．8），

また 参考まで に 生 シ ョ ウ ガ よ り調製 した 鮮姜 （凍結乾処理 ） と 自家製生姜 な らび に 近年入 手 した 市場 品姜 類生 薬 の

6−G と 6−S 含有量 を TABLE 　II に示 す．

結果および考察

6−G の 物性 は TABLE 　I に 示す，

実験 II： 6−G の HPLC に よ る定量 に お い て は ，
6−G は 他 の 成分 の 妨害吸 収の 比較的少な い 280　nm 付近 に 吸収
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を有す る こ とか ら，ピーク の 分離は 良好 で あ り，か つ 迅 速 （保持時間： 16min ）な 定量 が 可能 で あ る，ま た 実験材 料

（実験 V 〜皿 ） と し て 用 い た 局方 「生姜」 （6−G 含 有 量 は 7，92　mg ／g，0，792％）の 本法で の HPLC を Fig．3 に示

す，

　 実験 II1： 6−G の 耐熱性 と耐 減圧 性 に お い て は Fig．4 で 示 さ れ る ご と く，通常 の 漢方湯液 の 調 製時 間 （1 時間前

後） 内で は ，6−G の 分解は わ ず か 5劣 前後に留ま り ， 乾熱に もか な り安定で あ る こ と が 示 され，こ の 点 に 関 して は

指標物質 として 最 も重要な 条件 を満た す も の と考え られ る ．また きわ め て 強 い 減圧 （2mmHg ）
・
強熱下 で は 6−G の

揮散 を認 め るが，通 常 の 製剤工 程 で の 減圧 で は 揮散 し な い もの と 考 え られ る ．

　実験 Iv ： 6−G の pH に ょ る影響 （Fig，5） は，ア ル ヵ リ性領域 で顕著に 現れ る が ， 酸性領域 で は 比較的安定で あ

る，また一
般に 漢方湯液 は 弱酸性 を示 す こ とか ら， 湯液自体 の pH に よ る影響は少な い も の と推 察す る．

　実験 V ： 卩 一タ リーエ バ ポ レ ータ ーで の 濃縮の 結果 は 外水温度 に か か わらず濃縮に よ る揮散の 影饗 は 認 め られ な

い ，また精油定量 器 を 用 い た 今 回 の 蒸留操作 で は ，6−G は すべ て の 蒸留分画 に お い て 確認されなか っ た．

　実 験 VI ： 抽 出 加熱時間に お け る生 姜中か ら の 6−G 移 行率 へ の 影響 （Fig，6） に っ い て は
， 抽 出時間に 比 例 し て 移

行率は 徐 々 に 増加す るが ，逆 に 6−G の 合計量 （水 相 ＋残渣）は徐々 に 低 下す る．こ の 低下 は 6−G がわ ずか ながら

分解す るた め と考えられ る．操 f乍面 に お い て は
， 通常の 湯液が20〜40倍量 の 熱水抽出で 行わ れ る こ とか ら， 今回， 生

姜の
一

物湯 を 仮定 し30倍量 の 熱水抽出 で
， 遠 心 分離の 操作 を行 っ た が ， 全水量 に 対す る残渣 （生姜粉末）の 含水 量 が

非常に 高 く （30 ： 7）実験操作．ヒ， 改良が必要と思わ れ る，

　実験 VII ： 抽出液量 に お け る生姜中か らの 6−G 移行率へ の 影響 （Fjg．7）｝こつ い て は ， 最 も
一

般的 な 1時間抽出で

行 っ た結果，移行率は 抽出液量 に 比例す る こ とが 示 され た が，100 倍量以降 の 移行率は ほ ぼ一
定 とな る．ま た 本実験

W で は ，実験 VIを 参考 に し，遠心 分離 の 操作 か ら ガ
ーゼ で 絞 る 操作 に 変更 し，ま た 冷 水 で 洗 い 込 む 操作 を 併用 し た 結

果 ， 本実験W の 30倍量 の 移行率 お よ び残渣中の 6−G 残存量は 実験 VI の 理論値 （同 じ く30倍量抽出） とほ ぼ同様の 値

を得る こ とが で き，遠心 操 作 よ りも絞 る操作 が 有効 と考 え られ た．

　実験 VIII： “
蒸乾

”
処 理 に よ る 6−G へ の 影 響 （Fig．8）に っ い て は ，鮮姜 （FD ） と 自家製生姜 （O　hr） の 測 定値か

ら， 通常の 乾燥処理 に お い て は，6−G は ほ とん ど影響を受けない もの と考 えられ る．蒸気 で
“

蒸す
”

処理 （2〜12hr）

に お い て は，処理時間 に 比例 し て 6−G 含量 は 徐 々 に 低下 し逆 ua　6・S 含量 は 徐 々 に 増加す る が，6・G の 半減値 （50％

分解） に 要す時間 は 11時間以上 で あ り， 漢方湯液の 調製工 程を考慮する と 6−G は 十分安定な 物質 と い え る．ま た

6−G （mol 　 wt ．294）か ら 6−S （mol 　 wt ．276） へ の 変換効率は か な り高い もの （≒95劣）と推察す る．

　鮮 姜 （凍結 乾 燥 品） と 自家製生姜な ら び に 市場品姜類生薬 の 6−G と 6−S 測定値 は TABLE 　II に 示 す．鮮姜 お よ

び 自家製生姜に お い て は，6−G 含量 は 0．5〜1．4％ で あ る が，6−S 含量 は その 1 割以下 と明らか に 微量 し か 含 ま れて い

な い ，し か し な が ら，市場 品 生 姜に お い て は 6−S が 若 干 増加す る 傾向を 示 し，また と くに 台 北産 ・生 姜 の 6−S 含量

は 異 常に 高 い 値 を示 した （外見上 は 生姜様 で あ る が 調製方法 が 異な る 可能性 も考え られ る ）．ま た
一

般 の 市場品乾姜

に お い て は 6−G と 6−S の 含量比 が ほ ぼ 1対 1程度 ま で 調製 （修治）され て い る よ うで あ り，
こ の 点か ら乾姜を用 い

た 漢方処 方 の 場 合 に は 指 標 物 質を 6−S とす る可 能 性 も十 分考 え られ る，

結 論

　以 上 の 結果 か ら ， 「生 姜」 の 辛味成分な らび に有効成分で あ る 6−gingero1 が 漢方製剤の 製造工 程管理 な らび に 品質

評価の た め の 指標物質 の 条件を満足 す る も の と考え られ た ．ま た 6−shogaol の 物性 ， 移行率 ， 安定 性等に 関 し て は

現在検討中 で あ るが，6・shogaol は 6−gingerol の 脱水反応 （修治） に よ り二 次的に 生 成 さ れ，生 シ ョ ウ ガ （鮮姜）

中 に は 微量 し か 含 ま れない 成分 で あ る こ とは 明らか で あ る ．し た が っ て ，古来 よ り漢方で 生 シ ョ ウ ガ （鮮姜） もし く

は その 代用品で あ る 「生姜 （干生姜）」 を用 い る処方に お い て は 6−shogaol が微量 で あ る こ とが 処方 の
一

つ の 特徴 と

な り ， 当然 6−gingerol の 定量が要求 され る が ， 修治 され た乾姜を用 い る処方に お い て は 逆 に 6−shogaol 含量 の 高い

こ とが 特徴 とな り，6−shogaol は 乾姜を用 い た処方 の 品質評価の 重要な成分 と推察す る．

　なお ，姜類生薬 を 配合す る 漢方湯液へ の 6・gingerol お よ び 6−shogaol の 応用は 次報 に て その 詳細 を報告す る が，

容易 に 定量可能 な 処方，また と くに 生姜 と配合 された 生薬数 の 多い 場合 に は ，6−gingerol の 移行率の 変化，他成分 と

の 相関 （含量比 ある い は 妨害）等 の 諸条件 に よ り定量困難な処方を認め た．

　謝 辞 ： 本実験 に お い て 6−gingerol の 同 定 に ご 協力い た だ き ま した 本 学薬化 学 教 室 和 田 浩二 助手 に 深謝 い た し ま

す．な お ， 本研究は厚生省科学研究費 に よ っ て 行 っ た もの で ある ．
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